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　みなさん、こんにちは。４月は「環境月間」です。環境問題と聞くと、
大きな話のように感じるかもしれませんが、実は私たちの日常の中に
も環境を守るためにできることがたくさんあります。本日は、少しだけ
環境について考える時間にしたいと思います。私たちは今、環境問
題が深刻化する時代に生きています。気候変動や資源の枯渇な
ど、私たちの暮らし方と無関係ではありません。大量生産・大量消
費の経済システムのもとで、便利さや豊かさを追い求める一方で、
私たちは何か大切なものを犠牲にしている気がします。
　かつて世界一貧しい大統領と呼ばれたウルグアイのホセ・ムヒカ
氏は、2012 年のリオ会議で次のように語っています。
「現代に至っては、人類が作ったこの大きな勢力をコントロールしき
れていません。逆に、人類がこの消費社会にコントロールされて
いるのです。私たちは発展するために生まれてきているわけでは
ありません。幸せになるためにこの地球にやってきたのです」
　この言葉は、私たちの社会のあり方を問い直すものです。経済
成長を優先し、より多くの物を手に入れることが本当に豊かさにつな
がるのかということに疑問を呈しています。ムヒカ氏はまた、「貧しい
人とは、少ししか持っていない人ではなく、無限の欲があり、いくらあっ
ても満足できない人だ」とも述べています。現在の消費社会は、短
期間で使い捨てられる製品や過剰な包装、無駄なエネルギー消費
を生み出し、地球に大きな負担をかけています。私たちが「便利さ」
と思っているものの多くが、実は持続不可能な未来へと進む要因に
なっているのです。
　ムヒカ氏の言葉を借りれば、「少ないもので満ち足りる」ことが、実
は本当の豊かさかもしれません。本当に必要なものを見極め、無駄
な消費を減らすことで、私たちの暮らしはよりシンプルで持続可能な
ものになります。このような小さな積み重ねによって環境への負荷を
減らすことが、次の世代に豊かな地球を残すことにつながります。
　環境月間は、単なる啓発活動ではなく、私たち一人ひとりが「ど
のように生きるか」を考える機会です。ムヒカ氏の言葉を思い出しな
がら、消費と持続可能な社会のあり方について、一緒に考えてみた
いと思います。
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■会長の時間 会長　中村　好孝

環境月間について

今週の
情報 次会のプログラム

本日のプログラム 休会

クラブフォーラム

■幹事報告 幹事　市川　孝幸
本日は、卓話です。公益財団法人被害者支援センターの永野弘幸
様です。
今後の予定です
４月１５日は、休会です。
４月２２日は、クラブフォーラムです。５５周年記念事業についてです。
４月２９日は、休会です。
５月３１日にIMが開催されます。出席をお願いします。
４月１日の臨時理事役員会の報告です。
新会員の入会の審議が２件ありました。壁谷玲様　職業分類は、
歯科医です。大西孝幸様　職業分類は、司法書士です。全員
賛成で承認されました。
ハガキが会員に送られたと思いますが、私の手違えで誤った氏名で
送られたものがあります。大変申し訳ありませんでした。詳細は、議
事録をメールしますので、それでご確認をお願いします。
本日の理事役員会の報告です。新会員の入会の審議がありました。

■外部卓話　 公益社団法人神奈川被害者支援センター
永野　弘幸 様

1  被害者支援の重要性・必要性について
 ●なぜ被害者支援が必要なのか
 　・被害者が置かれている過酷な状況
  ●被害者が住みやすいまちづくり
 　・安心・安全のまちづくりの基本
 　・なぜ市町村の被害者支援条例の制定が必要なのか
 　・「被害者支援は、人の為ならず」
 ●地域コミュニティの復活
 　・今、求められる被害者を出さないための地域の連帯意識の醸成

2  「いのちの大切さを学ぶ教室」の実施～「いじめ」問題に対する取
組みについて
  ●目的
　次世代を担う中学・高校生に対して犯罪被害者等の実情を伝
え、命の大切さをにいて理解を深めることで、社会全体で犯罪被害
者等を思いやり、支える気運を醸成せるとともに、犯罪の当事者に
ならないという規範意識の向上により、犯罪の起きくいまちづくりを促
進し、安全で安心して暮らせる地域社会の実現を図ることを目的と
している。
  ●被害者とならない、加害者とならないための学校教育における
授業の提供
 　・断る勇気
 　・現場離脱の勇気
 　・「いじめ」は、「No」と言える勇気
  ●教育関係者に対する積極的な働き掛け
 　・教育委員会

3  被害者が求める「謝罪」と加害者が行う「謝罪」について
  ●『真実を語ることが謝罪である』
 　・「謝罪」が誰に向けられているのか
 　・誰に対して謝罪をするのかが重要である

4  その他

■本日のビジター

■例会の様子

永野　弘幸 様（公益社団法人神奈川被害者支援センター 専務理事兼所長）
西生　篤 様（株式会社ジェイコム湘南・神奈川  相模原・大和局）
にしお あつし

ながの ひろゆき

ジェイコムの西生篤様　職業分類は情報です。全員賛成で承認さ
れました。
ハガキをお送りさせていただきます。
第５第１０合同親睦ゴルフコンペが６月１６日開催します。希望者は
申込をお願いします。
詳細は、議事録をメールしますので、それでご確認をお願いします。



THE SAGAMIHARA SOUTH R.C.WEEKLY July 2024 June 2025

会報委員長  柏原　担当委員　 須坂　鈴木（昌）　三枝　小方　奥橋　江田　一ノ瀬　松井　藤原　澁谷　杉﨑

会員数

当日

修正

当日

51（ 4 6）

4 9（ 4 5）

2 8

3 3

3 2

3 4 7 5 . 5 6

6 9 . 5 7

6 9 . 5 7

4

1

出　席 欠　席出　席（％）合　計メイクアップ
前々回

第 2540回     4月   8日

第 2538回     3月 2 5日

□出席報告：出席委員会 　 4月8日
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第2540回（今年度第29回）例会 食事ロス 95,400円現在までの通算食事ロス

3月25日（修正）完全欠席＝足立、伊藤(智)、大野、小川、澁谷(直)、杉山、須坂、関、中山(正)、中山(智)、松山、溝渕、宮崎、山田

■本日のスマイル    34,000円
■累　　　　 計  1,111,680円

2700×2=5,400円

■本日のスマイルBOX
一ノ瀬　裕 君
★屋形舟では楽しいひとときでした。ご準備の皆様ありがとうござ
いました。西生様、永野様、本日はよろしくお願い致します。
足立　旬一 君
★西生様、ようこそいらっしゃいました。入会を楽しみにしており
ます。所用により、早退いたします。
森泉　朋子 君、若林　美佳 君
★加藤さんありがとうございました。さびしいです。楽しい思い出
ばかりです。西生様ようこそお越しくださいました。これからよ
ろしくお願いします。
大谷　新一郎 君
★加藤さん、ロータリー活動ありがとうございました。ますますの
ご活躍をお祈りいたします。とうとう76才になりました。
苗村　俊 君
★この春ご卒業、ご入学されたご家族等いらっしゃる皆様、誠に
おめでとうございます。本日この後自分の大学院の入学式のた
め早退させていただきます。

中村　好孝 君
★ジェイコムの西生様、ようこそお越しくださいました。入会申込
ありがとうございます。加藤さん、また南クラブに遊びにきてく
ださい。公益社団法人神奈川被害者支援センター永野様、本
日の卓話よろしくお願いします。
加藤　岳 君
★本日、最後の例会となります。楽しい思い出をありがとうござい
ました。今後の南クラブの発展と、みなさまのご多幸をお祈り
いたします。
黒河内　三郎 君
★お誕生日祝いありがとうございます。何歳になったのか忘れる
ようにしております。
黒河内　彰子 君、小野田　勝宏 君、杉﨑　信一 君
★神奈川被害者支援センター永野弘幸様、本日の卓話よろしくお願
い申し上げます。
三枝　富博 君
★永野さん卓話宜しくお願いします。西生さんクラブライフを一緒
に楽しみましょう。桜の花もいよいよ満開を終え、又、次の年
までしっかり根に養分を蓄える時期に入ります。パッと咲きパッ
と散る姿に、すごさを感じます。

■個人別出席報告

青 木 亜 也
芥 川 　 良
足 立 旬 一
市 川 孝 幸
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伊 藤 清 明
伊 藤 智 晴
伊 藤 悠 貴
岩 　 本 　 　 　 勉
江 田 昌 弘
大 　 谷 　 新 一 郎
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加 藤 　 岳
栗 林 一 郎
黒 河 内 　 彰 　 子
黒 河 内 　 三 　 郎 
桑 田 俊 夫
小 　 林 　 大 二 郎
佐 伯 外 次
三 枝 富 博
雫 田 直 輝
澁 谷 直 樹
渋 谷 　 勝
杉  﨑  信  一
杉 山 浩 之
須 坂 知 恵
鈴 木 晴 澄
鈴 木 昌 彦
関 　 裕 次
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2025 年 3 月 　　　　　　　　　 　　個 人 別 出 席 状 況 　　　　　　　　　　　（ 例 会 3 回 ）

竹 村 克 二
徳 久 京 子
苗 村 　 俊
中 田 克 己
中 村 辰 雄
中 村 文 子
中 村 好 孝
中 山 　 正 太 郎
中  山  智  晃
藤 原 新 一
松 井 克 之
松 山 隆 雄
溝 渕 真 澄
宮 　 崎 　 雄 一 郎
森 泉 朋 子
山 田 　 修
若 林 美 佳

会 員 名 H M ％ 会 員 名 会 員 名 H MH M ％ ％

平 均 86 . 1 4％

【横のページ】
●7ページ・・・特集 環境 目指せ 防災のTKB48 避難所のストレスを如何
に減らすか
TKB48→トイレ、キッチン、ベッドを48時間以内に届ける取り組みのことだそ
うです。その中で日本とイタリアの防災比較が紹介されており、トイレ・シャワー
などは、日本は和式で電灯がないほか、納期にかなりの時間を要するのに
対し、イタリアでは48時間以内にコンテナ型のトイレやシャワーや洗濯機、乾
燥機エアコンが電灯付きで到着するなかなりの違いがあるようです。
他にも日本がいかに遅れているかがわかる内容が書かれております。
●11ページ・・・我慢しなくてもいい避難環境を構築する
と言うことで、ここでは災害関連死について取り上げられ、災害関連死とは
避難所生活の長期化や医療体制の不備、ストレスなどによる健康悪化が
原因で亡くなることを言うそうで支援体制の構築が鍵であると書かれてお
ります。

　東日本震災　直接死 16,000　災害関連死 3,800
　熊本地震　   直接死 50　　  災害関連死 218
　能登　　　   直接死 228       災害関連死 287
また、写真で日本は30年前と変わらない様子が載っております。
●17ページ・・・ガバナーのロータリーモメント
大和田園RC佐々木ガバナーの記事でポリオ絶滅キャンペーンの最中のヤ
ンキーに絡まれそうになった経験が載っており、一見怖そうな一団であった
が、一人の人間が「頑張ってくださいと言って募金をしてくれて怖いと思っ
た自分自言に対して悔いていたことが記載されております。
【縦のページ】
●20ページ・・・ロータリーあるある相談室では入会5年の会員から卓話のス
ピーチを控え、上手にじゃべるにはどのようにすればよいかといった相談が
あり、いくつかの解決策が載っておりましたが、私も含め卓話が苦手な方は
参考になると思います。

担当 ： 柏原政人ロータリーの友4月号紹介


